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1．VCL for the Webとは
　「VCL for the Web（旧 IntraWeb）」
とは、Delphi/400 に付属する Web ア
プリケーション開発ツールのことであ
る。
　この VCL for the Web は、通常の
VCL フォームアプリケーションと同様
にフォーム上へコンポーネントを貼り付
け、必要に応じプロパティやイベントを
設定することで開発を行えることが特徴
である。
　ミガロ . では、Web アプリケーション
開発において積極的にこの VCL for the 
Web を使用しており、Delphi/400 にお
ける Web アプリケーション開発のノウ
ハウも蓄積されつつある。
　本稿では、これらノウハウの中から役
に立つであろう 4 つの TIPS について、
具体例を交えながら紹介しようと思う。

※ VCL for the Web をはじめとする
Delphi/400 における Web アプリケー
ションの基本的な開発手順については、

ミガロ . のホームページに詳しく紹介し
ているのでそちらを参照していただきた
い。

【Delphi/400 の技術情報（インターネッ
ト）に関する Tips】
http://www.migaro.co.jp/contents/
products/delphi400/tips/web/index.
html

2.Ajaxを使用した
　アプリケーション
　構築方法
　VCL for the Web では「Ajax」を使
用することが可能である。Ajax とは

「Asynchronous JavaScript + XML」
の略で、Web ページのリロードを伴わ
ずに、Web サーバーと XML 形式のデー
タのやり取りを行って処理を進めていく
対話型 Web アプリケーションのことで
ある。
　従来の Web アプリケーションは、図
1a のように入力後ボタン等を押下する

ことで、サブミットを行い、新しいペー
ジを要求するという構成であった。【図
1a】
　Ajax を使用すると、図 1b のように
ページを切り替えることなく、入力中に
どんどん最新情報に更新していくことが
可能になるのである。【図 1b】
　この仕組みを VCL for the Web では
使用することができる。しかも、JavaScript
を使用せず、Delphi 言語をそのまま使
用することが可能であるため、とても魅
力的である。
　では、VCL for the Web での Ajax 使
用方法を見てみよう。
　図 2 は、入力用コンポーネントである
IWEdit のイベント一覧である。【図 2】
　この中にある「OnAsync 〜」という
イベントが、Ajax に関連するものであ
る。通常のコンポーネントと同様のイベ
ントが用意されていることがわかるであ
ろう。つまり、通常のイベントと同じ感
覚で処理を記述することができるのであ
る。
　具体例として、図 3 のような仕様を検
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討する。【図 3】
　顧客コード欄（edtCustCd）にフォー
カスインしたタイミングとフォーカスア
ウトしたタイミングとでイベント処理を
行い、画面上の値が変更された際に顧客
マスターより値を取得すればよいのであ
る。【ソース 1】
　このプログラムを実行すると、図 4 の
ようになる。【図 4】
　このように Ajax を使用すると、都度
画面をリロードしなくても対話できるア
プリケーションが開発できるので、とて
も便利なのである。

3.動的に生成した
　ファイルのダウンロード
　Web アプリケーションを作成している
と、ファイルをダウンロードさせたい場
面があるだろう。
　この際、あらかじめ特定のフォルダに
用意されたファイルをダウンロードする
だけならば、WebApplication 変数にある
SendFile メソッドを実行すればよいだけ
である。
　しかしながら、データベースから抽出
した結果等をダウンロードさせるとなる
と、動的にファイルを生成しなければな
らない。Web アプリケーションは Web
サーバー上で実行されるため、クライア
ント側の要求ごとに Web サーバー側に動
的にファイルを生成するというのはファ
イル名の重複等の問題もあり、難しいの
ではないだろうか。
　では、どうすれば抽出結果から、ファ
イルをクライアント側にダウンロードさ
せることができるのだろうか。このよう
な場合、サーバーではファイルではなく
ストリームとして作成し、クライアント
へデータ転送を行えばよいのである。
　具体例を検討してみよう。図 5 を見て
いただきたい。【図 5】
　これは、データベースから取得した結
果を、IWGrid に表示している例である。
この画面にある CSV 出力リンクをクリッ
クすると、画面表示されているグリッド
内容をクライアントに CSV ファイルとし
て転送させるのである。

　ソースコードを紹介しよう。【ソー 
ス 2】
　このプログラムでは、CSV データを

作 成 す る た め に 文 字 列 リ ス ト
（TStringList）を使用している。この文
字列リストには、ストリームオブジェク
トに書き込む SaveToStream メソッド
があるので、メモリーストリームに保存
できる。そうすることで、CSV データ
を直接ストリーム化することができるの
である。
　 さ ら に、 作 成 し た ス ト リ ー ム は
WebApplication 変数の SendStream メ
ソッドを使用すれば、クライアントにダ
ウンロードさせることができる。
　この方式を使用すれば、Web サーバー
側にファイルを生成することが一時的に
も生じることなく、クライアント側にダ
ウンロードさせることが可能になる。
　Web アプリケーションでは、CSV 形
式のダウンロードが要求される場面が多
いと思うので、本ロジックを開発時の参
考にしていただきたい。
　なお、このプログラムをそのまま実行
してしまうと、VCL for the Web の画
面ロックの制約により、ダウンロード後、
画面上の動作が一切受け付けられなく
なってしまう。これを解消するには、ダ
ウンロード対象となる IWLink コン
ポーネントの OnScriptEvents イベント
に、設定が必要となるので注意してほし
い。【図 6】

4.コネクションプーリング
　を使用したDelphi/
　400アプリ開発
　「コネクションプーリング」とは、デー
タベースへアクセスの都度、接続（コネ
クション）を確立するのではなく、あら
かじめ事前に一定数のコネクションを確
立しておき、それを使い回す手法のこと
である。データベースアクセスの負荷を
減らすために用いられる。
　コネクションプーリングは Web アプ
リケーション開発でよく使用する手法だ
が、これを VCL for the Web でも使用
することが可能である。
　VCL for the Web で、コネクション
プーリングを使用する手順を紹介しよ
う。
　 新 規 作 成 に て「VCL for the Web 
Application Wizard」を選択すると、
ウィザードが起動する。この画面で、

［Options］→［Pool Data Connections］

のチェックを ON にすればよい。【図 7】
　このオプションを設定してプロジェク
トを新規作成すると、図 8 のようになる。

【図 8】
　ServerController.pas に、Pool と 命
名された IWDataModulePool コンポー
ネントが設定されているのがわかる。こ
の Pool コンポーネントには、PoolCount
というプロパティが用意されており、こ
こに指定した数の接続が維持されるので
ある。（Delphi/400 の場合、PoolCount
に指定した数だけジョブが生成されると
考えればよい。）
　では、このコネクションプーリングが
使用できる環境下で、実際にデータベー
スにアクセスするにはどうすればよいの
だろうか？
　データベース接続（コネクション）を
複数の Web セッションで共有して使用
するため、使用開始する際に明示的にコ
ネクションをロックし、使用が終了した
らロックを解除する必要がある。

　実際の使用例をソース 3 に示すので参
考にしてほしい。【ソース 3】
　コネクションプーリング制御下でデー
タベースにアクセスする場合、アクセス
対象とするデータモジュールをロックす
るために、変数を定義する。（ソース 3
では、ADataModule という変数を宣
言。）
　そして、データベースにアクセスする
直前で LockDataModule 関数を実行す
ると、その時点で空きのあるコネクショ
ンを探し、ロックを行う。
　使用が終了したら、UnlockDataModule
手続きでアンロックする、という流れで
あ る。（ こ れ ら の 関 数 / 手 続 き は、
ServerControler.pas に処理が記述され
ているため、使用する際には、データモ
ジュールユニットと共にユニット参照を
行うこと。）
　このようなロジックを追加すること
で、Web アプリケーションに対し、コ
ネクションプーリング制御ができるので
ぜひ検討してみてほしい。
　 な お、CO400Connection ド ラ イ バ

（dbExpress 接続）でコネクション
プーリングを行う際、データモジュール
生成時（OnCreate）に、あらかじめ
TSQLConnection の接続を行うと正常
に動作しない。初回のデータベースアク
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セス時（初めて TSQLQuery 等がオー
プンする時）に、接続されるようにする
のがポイントとなるので注意いただきた
い。

5.スマートフォン対応
　ページの作成方法
　近年、スマートフォンがブームとなっ
ている。今後業務アプリケーションにも
スマートフォン向けサイトの対応を迫ら
れることが予想される。
　スマートフォンは標準でブラウザ機能
を持っているので、これまでの Web ア
プリケーションをそのまま動作させるこ
ともできるが、PC と違い、スマートフォ
ンでは解像度の制約がある。そのため、
通常のサイトをそのまま一覧表示する
と、図 9 のようにとても細かな表示と
なってしまう。【図 9】
　解決策の 1 つとして、スマートフォン
に最適な画面設計を行えばよいわけだ
が、スマートフォンは機種により解像度
が異なるなど、そのままではなかなか調
整が難しいものがある。
　この場合役に立つのが、HTML のメ
タタグの 1 つである「ViewPort」である。
このメタタグは、スマートフォンでの可
視領域やズームなどの設定するものであ
る。記述例を図 10 に示す。【図 10】
　では、このメタタグを VCL for the 
Web のフォームにどのように組み込め
ばよいのだろうか。それは、IWForm
にある ExtraHeader プロパティに記述
すればよいのである。【図 11】
　そして、メタタグを設定したフォーム
を実行すると、図 12 のようにスマート
フォンに最適化され、不要な拡大縮小を
伴わない画面が構築できるのである。 

【図 12】
　実際の画面設計では項目数を制限する
など、スマートフォンならではの制約も
出てくるであろうが、メタタグの可視領
域を設定することで、よりスマートフォ
ンに最適化された画面が構築できる。

6．まとめ
　今回は、VCL for the Web にまつわる
4 つの TIPS を紹介した。Web アプリ
ケーション開発の一助としてほしい。
　また、これまで Web アプリケーショ

ンを作成したことがない方も、一度
VCL for the Web による開発を実践い
ただき、GUI 開発と同様に生産性の高
い開発が可能であることを確認いただけ
ると幸いである。

M
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